











水分解性タンニンは、 gallotanninや ellagitanninなどのサブタイプに分類されるaEllagitannin 
類は、抗酸化作用だけでなく、抗腫療作用を有するものも報告されており、構造的には、特
徴的な軸不斉ピフェニル構造を有する hexahydroxydiphenoyl(HHDP）基の他に valoneoyl基
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Scheme 2. Ullmann condensation reaction between gallic acid derivatives 



















? ?。 。 ????? ? ??
Bn～ ～ノ oc ：≫叫














“Highly regioselective intramolecular biaryl coupling reaction of a phenyl benzoate derivative for 
the synthesis of graphislactone G” 
H. Abe, T. Matsukihira, T. Fu知moto,Y. Horino, Y. Takeuchi, T. Harayama 
Heteroのど／es,84, 323酬326(2011). 
(4）プロジェクト成果の応用等
本研究の結果は、生物活性を有するポリブェノーノレ性天然有機分子の合成の基礎となる知
見を多く含んでおり、今後、様々な生物活性化合物の合成に応用可能と考えられる。
( 5）利用設備
600MHz NMR装置 計5時間程度使用。
